
指導改善のポイント 

【小学校４年生 理科】 

全体的な傾向の分析・考察＜３年生の内容の正答率のグラフ＞ 
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＜事例１＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

４ （２） 生命・地球 太陽の日周運動を指摘できる。 

問題 ４（２） 

 太陽の動き方として正しいものはどれですか。次の１～４から１つえらんで，その番号を書きましょう。 

 

正答（正答率 53.9%） 誤答（誤答率 45.3%，無解答率 0.8%） 

３ １ 23.7％  ２ 14.9％  ４ 6.6％ 

 

２ 指導改善に向けて 

 誤答率が45.3％と高く，太陽の１日の動きを方位とを関係付けて捉えることができていない児童が多いことが

分かる。指導に当たっては，太陽の位置の変化と影の位置の変化との関係を捉えることができるようにする。そ

の際，一人一人が方位磁針を用いて方位を調べ，東・西・南・北で空間を捉えることができるようにすることが

大切である。さらに，太陽が「南の高いところを通っていく」ことも合わせて理解させることが必要である。 

 

 

 平均正答率が目標値をほぼ上回っていることから，良好な状況であることが分かる。一方で，目標値を下回っ

たのは，32 問中５問で，その中でも「方位磁針は，磁石が北と南を指して止まる性質を利用した道具であるこ

とを説明する問題」と「太陽の日周運動を指摘する問題」の２つの設問については低い正答率にとどまっている。 

 このうち，「方位磁針」についての設問は，自由記述による解答形式となっているが，無解答率も高い傾向に

ある。このことから，実験から児童が考えたことを言葉で表現する活動を重視するとともに，磁石の性質が生活

の中でどのように役立てられているのかに気付かせていく指導の工夫が必要であると考える。  



３ 改善事例 

 「太陽とかげの動きを調べよう」 

１ 指導のねらい 

太陽の１日の動きを捉えることができるようにする。 

 

 

２ 具体例（活動や指導） 

 ・シート（用紙）に引いた十字線の交点に東西南北の方位に合わせて方位

磁針を置かせ，全員に方位を確認させる。 

・「太陽は１日の間でどのように動いているのだろうか」を学習問題として

設定し，１日の太陽と影の位置の変化を午前から正午と正午から午後に

かけて記録させる。観察結果と「影は太陽の反対側にできる」という既

習事項を基に，影の位置の変化と太陽の位置の変化との関係を捉えさせ，

太陽の１日の動きについて考えさせる。 

・さらに，太陽は東の空の低いところから南の空の高いところを通り，西

の空の低いところに向かって動いていくことを捉えさせたい。影の長さ

についても記録させ，右表のようにまとめさせる。影の長さと太陽の高

さとの関係を捉えさせる手だてとしては，太陽に見立てた光源の高さを

変え，影の長さの変化を事前に確認させておくとよい。 

 

＜事例2＞ 

１ 問題と解答状況  

設問番号 領域 出題のねらい 

10 （３） 物質・エネルギー 
方位磁針は，磁石が北と南を指して止まる性質を利用した道具である

ことを説明できる。 

問題 10（３） 

 方いじしんは，じしゃくのどのようなせいしつをりようした道具ですか。かんたんに書きましょう。 

正答（正答率 18.7%） 誤答（誤答率 69.7%，無解答率 11.6%） 

方いじしんは，じしゃくが北と南をさして止まるせいしつ

をりようしている。 
無解答率が11.6%と突出している。 

 

２ 指導改善に向けて 

磁石に引きつけられる物とそうでない物があることや異極や同極同士の現象については，教科書の実験を通し

て，概ね理解が図られているが，Ｎ極，Ｓ極が地球上の方位と関係することについての認識は低いと思われる。

本単元の指導に当たっては，磁石を水の上に浮かべるなど，磁石を自由に動くようにしておくと，南北を指して

止まるという性質を，実験を通して確かめさせることが必要であると考える。 

 

３ 改善事例 

 「じしゃくにつけよう」 

１ 指導のねらい 

 方位磁針は，磁石が北と南を指して止まる性質を利用した道具であることを理解できるようにする。 

２ 具体例（活動や指導） 

右の図のように，発泡スチロールなどのトレイに乗せた磁石を数

個水に浮かべると，全てが同じ方向を向くことを確かめさせる。方

位磁針を側に置き，方位を記したものを水槽に貼り付ける。水に浮

かべた磁石のＮ極とＳ極が指す方向と方位磁針のＮ極とＳ極が指

す方向が同じであることに気付かせ，方位と磁石との関係を児童の

言葉で説明させる。（時計皿を使って実験を行う場合にも，同様に

して行う。） 

水槽全体が方位磁針と同じ役割をしていることに気付かせ，方位

磁針が磁石の性質を利用した道具であることを理解させる。 
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